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1. 2022年11月期第3四半期の業績（2021年12月1日～2022年8月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年11月期第3四半期 7,428 10.1 597 7.1 663 9.4 427 10.6

2021年11月期第3四半期 6,745 18.7 557 318.2 605 194.6 386 330.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年11月期第3四半期 493.26 ―

2021年11月期第3四半期 447.58 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年11月期第3四半期 8,070 4,083 50.6 4,706.32

2021年11月期 8,281 3,686 44.5 4,268.76

（参考）自己資本 2022年11月期第3四半期 4,083百万円 2021年11月期 3,686百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年11月期 ― 25.00 ― 25.00 50.00

2022年11月期 ― 25.00 ―

2022年11月期（予想） 25.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年11月期の業績予想（2021年12月 1日～2022年11月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,500 △2.9 320 △36.2 390 △30.2 225 △34.6 260.76

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年11月期3Q 1,057,980 株 2021年11月期 1,057,980 株

② 期末自己株式数 2022年11月期3Q 190,344 株 2021年11月期 194,475 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年11月期3Q 865,984 株 2021年11月期3Q 862,677 株

　当社は「株式給付信託（ＢＢＴ）」を導入しており、自己株式数には当該制度の保有する当社株式数が含まれております。また、株主資本において自己株
式として計上されている当該制度に残存する当社の株式は、「１株当たり純資産額」の算定上、期末発行済株式総数より控除する自己株式に含めており、
また、「１株当たり当期純利益」金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

①業績の概況

当第３四半期累計期間（2021年12月1日～2022年８月31日）におけるわが国経済は、年初からのコロナ変異株の

急速な拡大に加え、２月24日ロシアによるウクライナ侵攻から政情不安も急速に拡がりました。その後急激な原油

高騰、米国のたび重なる金融引締めから急速に円安が進み、食料品価格の急激な値上げなどもあり本邦個人消費の

動向など経済の動向に不透明感がさらに増しつつあります。

こうした中で、当社を取り巻く建設コンサルタントおよび地質調査業界におきましては、国が策定した「防災・

減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」の施行により、国内公共事業を取り巻く環境はおおむね堅調に推移

するものと予想されます。

当社は事業内容の性質上、一般的に新型コロナウイルス感染症の影響を受けると考えられる事柄との関係性は低

い事業であり、現時点では着工中案件の中断等は無いものの、当社社員をはじめとする関係者の安全を最優先とす

る方針のもと在宅勤務・時差通勤、会議等のＷＥＢ化等の奨励や業務中のマスク着用徹底など予防や拡大防止に対

して適切な管理体制を継続しすでに乗軌化しております。

こうした状況の中、当社はコア技術を活かした点検、診断、維持対策工法検討など予防保全業務に注力するとと

もに、地質リスクに対応した保有・先端技術を活かした提案力をもって、震災等の復興と国土強靭化推進業務をは

じめとする自然災害・防災関連等の業務、道路・下水道維持管理をはじめとするインフラメンテナンス業務、再生

可能エネルギー、海洋資源開発等、関連業務に全社員協力一致のもと取り組んだ結果、当第３四半期累計期間の経

営成績は次のとおりとなりました。

受注高は、堅調に推移し、71億66百万円（前年同四半期比1.7％増）となりました。

売上高は74億28百万円（前年同四半期比10.1％増）、営業利益５億97百万円（前年同四半期比7.1％増）、経常

利益６億63百万円（前年同四半期比9.4％増）、四半期純利益は４億27百万円（前年同四半期比10.6％増）となり

ました。

②売上高の季節的変動について

当社は、官公庁・公共企業体をはじめとする公共部門との取引率が高いことから、納期の関係もあり、売上高・

利益ともに第２四半期と第４四半期に集中するという季節変動の傾向があります。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

  資産合計は、前事業年度末に比べ２億11百万円減少し、80億70百万円となりました。その主な増減内訳は、完成

調査未収入金及び契約資産の増加３億42百万円、未成調査支出金の減少６億11百万円等であります。

（負債）

　負債合計は、前事業年度末に比べ６億８百万円減少し、39億86百万円となりました。その主な増減内訳は、短期

借入金の減少２億50百万円、未払費用の減少２億43百万円、賞与引当金の増加１億16百万円等であります。

（純資産）

　純資産合計は、前事業年度末に比べ３億97百万円増加し、40億83百万円となりました。その主な増減内訳は、利

益剰余金の増加３億82百万円、自己株式の減少10百万円等であります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

  本資料に記載されている業績予想につきましては、2022年1月14日付発表「2021年11月期決算短信［日本基準］

（非連結）」の記載から変更はありません。なお、業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基

づき作成したものであり、実際の業績は、今後、様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年11月30日)

当第３四半期会計期間
(2022年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,025,514 974,894

受取手形 11,208 31,226

完成調査未収入金 2,711,972 －

完成調査未収入金及び契約資産 － 3,054,552

未成調査支出金 981,719 370,422

材料貯蔵品 836 955

前払費用 64,747 57,864

その他 4,727 6,614

貸倒引当金 △275 △308

流動資産合計 4,800,450 4,496,221

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 541,626 670,316

機械及び装置（純額） 84,795 179,865

土地 1,505,183 1,505,183

その他（純額） 351,037 248,370

有形固定資産合計 2,482,643 2,603,737

無形固定資産 111,348 86,475

投資その他の資産

投資有価証券 451,091 458,630

繰延税金資産 175,370 172,075

その他 263,303 256,007

貸倒引当金 △3,000 △3,000

投資その他の資産合計 886,765 883,713

固定資産合計 3,480,757 3,573,926

資産合計 8,281,208 8,070,147

負債の部

流動負債

調査未払金 514,028 598,990

短期借入金 1,450,000 1,200,000

１年内償還予定の社債 100,000 100,000

１年内返済予定の長期借入金 30,000 25,000

未払法人税等 196,096 122,181

賞与引当金 － 116,100

未成調査受入金 337,208 289,417

その他 637,665 336,388

流動負債合計 3,265,000 2,788,078

固定負債

社債 400,000 337,500

長期借入金 25,000 －

退職給付引当金 558,330 580,117

その他 346,779 281,078

固定負債合計 1,330,110 1,198,696

負債合計 4,595,111 3,986,775

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年11月30日)

当第３四半期会計期間
(2022年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 819,965 819,965

資本剰余金 826,345 826,345

利益剰余金 2,412,431 2,795,134

自己株式 △548,328 △538,001

株主資本合計 3,510,412 3,903,443

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 175,684 179,929

評価・換算差額等合計 175,684 179,929

純資産合計 3,686,096 4,083,372

負債純資産合計 8,281,208 8,070,147
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（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　2020年12月１日
　至　2021年８月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2021年12月１日

　至　2022年８月31日)

売上高 6,745,720 7,428,919

売上原価 4,601,854 5,171,933

売上総利益 2,143,866 2,256,986

販売費及び一般管理費 1,586,182 1,659,507

営業利益 557,683 597,479

営業外収益

受取利息 316 280

受取配当金 9,538 10,426

受取手数料 9,820 9,598

固定資産賃貸料 47,821 56,495

受取保険金 1,045 5,338

その他 5,550 7,763

営業外収益合計 74,092 89,903

営業外費用

支払利息 14,032 10,084

リース支払利息 11,824 12,036

社債利息 － 466

その他 0 1,658

営業外費用合計 25,858 24,245

経常利益 605,917 663,136

特別損失

固定資産除却損 534 0

特別損失合計 534 0

税引前四半期純利益 605,383 663,136

法人税等 219,270 235,980

四半期純利益 386,113 427,156

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（会計方針の変更）

　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、結束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれている金額で収益を認識することとしております。

　これにより、従来は、進捗部分について成果の確実性が認められる業務については工事進行基準を、その他の

業務については工事完成基準を適用しておりましたが、少額又は期間がごく短い業務を除き、履行義務を充足す

るにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会

計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期累計期間の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影響

もありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の賃借対照表において、「流動資産」に表示していた「完成

調査未収入金」は、第１四半期会計期間より「完成調査未収入金及び契約資産」に含めて表示することといたし

ました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな表示方

法により組替を行っておりません。

　また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第３四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しており

ません。

　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はあり

ません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2020年12月１日　至　2021年８月31日）

当社は、建設工事に関連する地質調査、土質調査を中心に環境・防災・海洋調査業務等を行い、これらに

関連する測量、建設計画、設計等の業務および工事を営む単一事業の企業集団であることから、記載を省略

しております。

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2021年12月１日　至　2022年８月31日）

当社は、建設工事に関連する地質調査、土質調査を中心に環境・防災・海洋調査業務等を行い、これらに

関連する測量、建設計画、設計等の業務および工事を営む単一事業の企業集団であることから、記載を省略

しております。
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。

- 7 -

川崎地質㈱（4673）2022年11月期第3四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）


